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------------------ 医療放射線安全管理委員会 ------------------

わからないことやご不明点などありましたら、診療放射線技師にお尋ねください。
息切れ、胸の痛みなど何か症状がある場合には循環器内科医師にご相談ください。

（文責：御厨）

●経皮的心筋焼灼術(ABL)

・クライオアブレーション(冷凍凝固心筋焼灼術)
カテーテルの先端についた30mm程のバルーンを用いて、4本の肺静脈
を1本ずつ冷凍凝固を行い、心房細動を起こす異常な電気信号を遮断しま
す。短時間での治療が可能です。
・高周波アブレーション
高周波通電により心筋組織の熱凝固を行い治療する方法です。1回の高周
波通電で治療できる範囲は5-６mm程度であり、肺静脈周囲を数十回に
分けて通電を行い、心房細動を起こす異常な電気信号を遮断します。

心臓カテーテルアブレーション検査は、カテーテルという細い管を腕や足の
付け根などから心臓まで挿入し、不整脈の原因となる異常な部分に対して、
カテーテルを用いて焼灼または冷凍凝固を行い、不整脈を抑える治療を行い
ます。心臓に管を入れるといっても、カテーテルを入れる部位に数ミリほど
の小さな傷がつく程度のため、胸を切り開く必要がなく、患者さんの身体へ
の負担は少ないとされています。

●不整脈とは
電気興奮が刺激伝導系を正しく伝わらず、刺激伝導系以外の道筋を通って興奮が伝わった
り、司令塔以外の別の場所から異常な電気刺激が発生してしまうと、心臓の規則正しい拍
動が乱れ、不整脈になります。
カテーテルアブレーション治療の対象となるのは脈が速くなる「頻脈性不整脈」です。頻
脈性不整脈の自覚症状としては、動悸や胸部不快感などがあります。

・パルスフィールドアブレーション（PFA)
パルスフィールドアブレーションとは心房細動という不整脈に
対するカテーテル治療です。従来の熱エネルギーによる治療と
は異なり、PFAは非熱エネルギーを使用します。心臓内（肺静
脈内）を特殊な電気ショックによって治療します。PFAの非熱
エネルギーは心臓の筋肉に特異的にエネルギーが与えられ、心
臓周辺に存在する心臓外組織（食道や神経など）にはほぼ影響
がありません。これにより心臓外への合併症が軽減されること
が知られています。
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